
・【創造】疑問をもとに生きて働く知恵を創り出し、表現する

・【友愛】他人の気持ちを想像し、人のために尽くす

・【誠実】誠実に自分の役割を果たす

・【健康】強い心と体をもち自分を信じて挑戦し続ける

No.9 「自立の土台を鍛える」 2017/7/26 文責：校長 荻野 桂司

活躍する北中生 － 郡市中体連総体等の報告

連日の猛暑の中、保護者の皆様には各会場で大きな声援を送っていただき、ありがとうござ
いました。練習の成果を出し切ろうと真剣な表情で相手に向かっていく生徒の姿には、心を揺さ
ぶる気迫が感じられました。また、大会補助員としてスコアボード等を担当した野球部員の３名
は、試合を舞台裏から支える責任感があふれていました。スポーツ以外でも、少年の主張市大
会や校内英語弁論大会で、生徒たちは自身の考えや英語力をいきいきと表現しています。
部活動等を通して培った「課題に粘り強く取り組む姿」は、これからの人生の大一番で生徒

の自立を支える土台です。夏の鍛錬がもたらす秋・冬の実りを応援したいと思います。

○富岡甘楽中体連総体の入賞者・県大会出場者 ＊は県大会出場者

バレーボール部（第三位）

高橋君（共通男子走り高跳び 第一位＊／共通男子走り幅跳び 第二位＊）

飯野君（共通男子砲丸投げ 第三位） 小金澤君（２年男子１００ｍ 第三位）

根本君（１年男子１００ｍ 第三位）

間野さん・八木さん（ソフトテニス女子個人戦 第三位＊）

上田さん（卓球女子シングルス 郡市大会推薦＊）

○群馬県卓球協会ランキング 上田さん（第１１位）

○少年の主張富岡市大会 笠原さん（優秀賞）、萩原さん（優秀賞）

○歯・口の健康啓発標語コンクール 高橋さん（入選）、竹上さん（入選）

○校内英語弁論大会優秀賞

萩原さん、藤井さん、金田さん、島方さん、笠原さん、山﨑さん

北中通信北中通信



「チーム北中」航海中！（7月編）
目指せ文武両道！ 全学年で自主学習に取り組んでいます。

二年半の部活動を終えた三年生は、進路目標の実現に向け

て気持ちを切り替え、午前中は教室開放での自主学習に取り組

んでいます。また、一、二年生も部活動の前後の時間を活用し

て、夏休みの課題等に真剣に取り組んでいます。静まりかえった

教室で黙々と問題に向き合う者。教師に質問する者。「志をもち、

自らの生き方を切り拓く」生徒が目の前にいます。

第一学期北中賞の受賞者を紹介します
本校では、生徒一人一人の良さを認め、励ましていくという考えに立ち、日常生活の中での

心の琴線に触れる行為や目立たないが輝いている行為等を「北中賞」として顕彰しています。

第一学期の受賞者は次の21名でした。北中賞が、学ぶこと、生きることへの自信や自己肯

定感につながるよう、今後も生徒の努力する姿に全職員で目を向けていきたいと思います。

○第一学年

飯野君：明るく元気のよい態度でクラスの皆を盛り上げる姿

上原君：友達の仕事を進んで手伝う優しい姿

生沼君：学校の安全や衛生を考え、水道の蛇口を下に向ける啓発ポスターを作製した姿

齋藤君：気付いた仕事を率先して行うなど、皆のために進んで行動する姿

神戸さん：充実した自主勉強ノートを提出し、日々の学習を大切にしている姿

佐藤さん：充実した自主勉強ノートを提出し、日々の学習を大切にしている姿

藤井さん：学級委員として積極的に活動する姿

○第二学年

長谷川君：係や当番の仕事を忘れず、率先して取り組む姿

三浦君：部活動で、後輩に優しく指導しながら練習に励む姿

森田君：係や当番の仕事を忘れず、率先して取り組む姿

上田さん：学級代表や修学旅行実行委員長としてみんなの意見をまとめ、率先して行動する姿

金田さん：充実した家庭学習ノートを毎日提出し、学力向上に向けて継続して努力した姿

佐藤さん：充実した家庭学習ノートを毎日提出し、学力向上に向けて継続して努力した姿

島方さん：充実した家庭学習ノートを毎日提出し、学力向上に向けて継続して努力した姿

神宮さん：授業で自分の考えを積極的に挙手・発言している姿

○第三学年

飯野君：大きな声で挨拶したり、自分で決めた課題に挑戦したりする姿

本田君：自分が率先して模範となり部をまとめようと努力する姿

茂木君：人前での発表を堂々とし、わかりやすく伝えようとする姿

大河原さん：花の水やりや世話を率先して行う心優しい姿

笠原さん：自分で定めた目標に向かって粘り強く努力する姿

山﨑さん：日々の学習を大切にし、地道に粘り強く努力する姿

本通信に関するご意見・ご要望等は、生徒を通じて校長（荻野）までお届け下さい。 電話・Fax等でも結構です。

Tel 62-3009／Fax 62-6909 また、北中Webページもぜひご覧ください。 http://www.t-kita-jhs.gsn.ed.jp


